
第 3 章 調査研究の結果 

下図表は外来部門における収支差額比率の分布を示しており、上表でばらつきの大きい

診療科、下表でばらつきの小さい診療科をまとめて表示した。 

・外来の診療科の病院全体の収支に与える影響は小さいが、その中では、リハビリテー

ション科、放射線科、婦人科、整形外科等がマイナスに働いている傾向がある。 

 

 
 
 
 図表 3-1-16 診療科別 収支差額比率分布（外来） 
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